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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の信号送受信部と、
　複数の信号処理部と、
　前記複数の信号送受信部と電気的に接続され、且つ前記複数の信号処理部と電気的に接
続された信号分配部と、を備えた信号処理装置であって、
　それぞれの前記複数の信号送受信部は、前記信号処理装置の外部にある複数の信号処理
装置側信号送受信部との間で、非接触に信号の送受信が可能であり、
　それぞれの前記複数の信号送受信部が受信する受信信号は、前記信号分配部に入力され
、
　それぞれの前記複数の信号処理部が出力する出力信号は、前記信号分配部に入力され、
　前記信号分配部は、前記受信信号をそれぞれの前記複数の信号処理部に出力可能であり
、且つ前記出力信号をそれぞれの前記複数の信号送受信部に出力可能であり、
　前記複数の信号送受信部のそれぞれは、４つの第１のコイルを有し、前記第１のコイル
のそれぞれは、配線によって形成された一巻きのコイルである、
信号処理装置。
【請求項２】
　前記受信信号は、第１受信信号を含み、
　前記複数の信号処理部は、第１信号処理部を含み、
　前記信号分配部は、前記第１信号処理部が、前記第１受信信号を処理可能なように、前
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記第１信号処理部に前記第１受信信号を出力する
請求項１に記載された信号処理装置。
【請求項３】
　前記第１信号処理部は、所定の識別データが含まれた信号を処理可能であり、
　前記信号分配部は、前記第１受信信号に前記所定の識別データが含まれる場合に、前記
第１信号処理部に第１受信信号を出力することによって、前記第１信号処理部が、前記第
１受信信号を処理可能なように、前記第１信号処理部に前記第１受信信号を出力する
請求項２に記載の信号処理装置。
【請求項４】
　信号分配指示部を更に備え、
　前記信号分配部は、複数のスイッチを有し、
　前記信号分配指示部は、前記複数のスイッチのそれぞれの開閉状態を指示するスイッチ
開閉指示信号を出力し、
　前記信号分配部は、前記スイッチ開閉指示信号に基づいて、前記複数のスイッチの開閉
することによって、前記第１信号処理部が、前記第１受信信号を処理可能なように、前記
第１信号処理部に前記第１受信信号を出力する
請求項２に記載の信号処理装置。
【請求項５】
　前記出力信号は、第１出力信号を含み、
　前記複数の信号処理部は、前記第１出力信号を出力する第１信号処理部を含み、
　前記信号分配部は、前記複数の信号送受信部のうち、前記第１出力信号を処理可能な外
部信号処理部と信号の送受信が可能な少なくとも１つの信号送受信部に前記第１出力信号
を出力する
請求項１に記載された信号処理装置。
【請求項６】
　前記外部信号処理部は、所定の識別データが含まれた信号を処理可能であり、
　前記信号分配部は、前記第１出力信号に前記所定の識別データが含まれる場合に、前記
少なくとも１つの信号送受信部に前記第１出力信号を出力することによって、前記少なく
とも１つの信号送受信部に前記第１出力信号を出力する
請求項５に記載の信号処理装置。
【請求項７】
　信号分配指示部を更に備え、  前記信号分配部は、複数のスイッチを有し、
　前記信号分配指示部は、前記複数のスイッチのそれぞれの開閉状態を指示するスイッチ
開閉指示信号を出力し、
　前記信号分配部は、前記スイッチ開閉指示信号に基づいて、前記複数のスイッチの開閉
することによって、前記少なくとも１つの信号送受信部に前記第１出力信号を出力する
請求項５に記載の信号処理装置。
【請求項８】
　前記複数の信号送受信部は、配線により形成された信号送受信用コイルであり、前記信
号送受信用コイルは、誘導結合によって、前記複数の信号処理装置側信号送受信部との間
で信号の送受信が可能である
請求項１～７のいずれかの請求項に記載の信号処理装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の信号処理装置と、
　前記複数の信号処理装置側信号送受信部と、前記複数の信号処理装置側信号送受信部と
電気的に接続された複数の信号処理部側信号送受信部と、を有するインターポーザー部と
、
　前記複数の信号処理部側信号送受信部と非接触に信号の送受信が可能な外部信号処理部
と、
を備え、
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　前記信号処理装置と前記外部信号処理部とは、前記インターポーザー部を介して、信号
の送受信を行い、
　前記複数の信号処理装置側信号送受信部のそれぞれは、４つの第２のコイルを有し、前
記第２のコイルのそれぞれは、配線によって形成された一巻きのコイルであり、
　前記複数の信号処理部側信号送受信部のそれぞれは、４つの第３のコイルを有し、前記
第３のコイルのそれぞれは、配線によって形成された一巻きのコイルである、
信号処理システム。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれかに記載の信号処理装置と、
　前記複数の信号処理装置側信号送受信部である複数の外部信号処理部用信号送受信部を
有し、前記信号処理装置と非接触に信号の送受信を行う外部信号処理部と、
を備えた信号処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部の信号送受信部との間で、非接触に信号の送受信が可能な信号処理装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、外部の信号送受信部との間で、非接触に信号を送受信する信号処理装置が知られ
ている。この信号処理装置は、一般的な信号処理装置における信号端子の代わりに、信号
送受信用のコイルを有している。そして、この信号処理装置が有する信号送受信用コイル
と、外部の信号送受信部が有する信号送受信用コイルとの間に生じる誘導結合によって、
非接触に信号が送受信される。このような信号送受信装置は、特許文献１又は特許文献２
に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１０３６１１号公報
【特許文献２】特開２０１１－６６５１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１及び特許文献２には、他の信号送受信部（信号送受信コイル）との
間で非接触に信号を送受信するためのコイルの配置や回路構成等に関する事項は記載され
ているものの、非接触に送受信される信号の信号処理装置内における処理は、記載されて
いない。そのため、非接触に送受信される信号に適した信号処理を行う信号処理装置が望
まれている。
【０００５】
　本発明は、非接触に信号を送受信する信号処理装置に適した処理を行う信号処理装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　複数の信号送受信部と、複数の信号処理部と、前記複数の信号送受信部と電気的に接続
され、且つ前記複数の信号処理部と電気的に接続された信号分配部と、を備えた信号処理
装置であって、それぞれの前記複数の信号送受信部は、前記信号処理装置の外部にある信
号処理装置側信号送受信部との間で、非接触に信号の送受信が可能であり、それぞれの前
記複数の信号送受信部が受信する受信信号は、前記信号分配部に入力され、それぞれの前
記複数の信号処理部が出力する出力信号は、前記信号分配部に入力され、前記信号分配部
は、前記受信信号をそれぞれの前記複数の信号処理部に出力可能であり、且つ前記出力信
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号をそれぞれの前記複数の信号送受信部に出力可能である信号処理装置に関する。
【０００７】
　また、前記受信信号は、第１受信信号を含み、前記複数の信号処理部は、第１信号処理
部を含み、前記信号分配部は、前記第１信号処理部が、前記第１受信信号を処理可能なよ
うに、前記第１信号処理部に前記第１受信信号を出力し得る。
【０００８】
　また、前記第１信号処理部は、第１識別データが含まれた信号を処理可能であり、前記
信号分配部は、前記第１受信信号に前記第１識別データが含まれる場合に、前記第１信号
処理部に第１受信信号を出力することによって、前記第１信号処理部が、前記第１受信信
号を処理可能なように、前記第１信号処理部に前記第１受信信号を出力し得る。
【０００９】
　また、信号分配指示部を更に備え、前記信号分配部は、複数のスイッチを有し、前記分
配指示部は、前記複数のスイッチのそれぞれの開閉状態を指示するスイッチ開閉指示信号
を出力し、前記信号分配部は、前記スイッチ開閉指示信号に基づいて、前記複数のスイッ
チの開閉することによって、前記第１信号処理部が、前記第１受信信号を処理可能なよう
に、前記第１信号処理部に前記第１受信信号を出力し得る。
【００１０】
　また、前記出力信号は、第２出力信号を含み、前記複数の信号処理部は、前記第２出力
信号を出力する第２信号処理部を含み、前記信号分配部は、前記複数の信号送受信部のう
ち、前記第２出力信号を処理可能な外部信号処理部と信号の送受信が可能な少なくとも１
つの信号送受信部に前記第２出力信号を出力し得る。
【００１１】
　また、前記外部信号処理部は、第２識別データが含まれた信号を処理可能であり、前記
信号分配部は、前記第２出力信号に第２識別データが含まれる場合に、前記少なくとも１
つの信号送受信部に前記第２出力信号を出力することによって、前記少なくとも１つの信
号送受信部に前記第２出力信号を出力し得る。
【００１２】
　また、信号分配指示部を更に備え、前記信号分配部は、複数のスイッチを有し、前記分
配指示部は、前記複数のスイッチのそれぞれの開閉状態を指示するスイッチ開閉指示信号
を出力し、前記信号分配部は、前記スイッチ開閉指示信号に基づいて、前記複数のスイッ
チの開閉することによって、前記少なくとも１つの信号送受信部に前記第２出力信号を出
力し得る。
【００１３】
　また、前記複数の信号送受信部は、配線により形成された信号送受信用コイルであり、
前記信号送受信用コイルは、誘導結合によって、外部信号送受信部との間で信号の送受信
が可能である。
【００１４】
　また、前記信号処理装置と、前記複数の外部信号送受信部である複数の信号処理装置側
信号送受信部と、前記複数の信号処理装置側信号送受信部と電気的に接続された複数の信
号処理部側信号送受信部と、を有するインターポーザー部と、前記複数の信号処理部側信
号送受信部と非接触に信号の送受信が可能な外部信号処理部と、を備え、前記信号処理装
置と前記外部信号処理部とは、前記インターポーザー部を介して、信号の送受信を行う信
号処理システムに関する。
【００１５】
　また、前記信号処理装置と、前記複数の外部信号送受信部である複数の外部信号処理部
用信号送受信部を有し、前記信号処理装置と非接触に信号の送受信を行う外部信号処理部
と、を備えた信号処理システムに関する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、非接触に信号を送受信する信号処理装置に適した処理を行う信号処理
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装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態の信号処理システム１を示すブロック図である。
【図２】（Ａ）～（Ｃ）は、本発明の実施形態における送受信用コイルを説明するための
図であり、（Ａ）は第１信号送受信コイル１３Ａを示した図、（Ｂ）はインターポーザー
部４０の第１信号処理装置側コイル４１Ａ及び第１外部信号処理部側コイル４１Ｂを示し
た図、（Ｃ）は第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａを示した図である。
【図３】本発明の実施形態の信号処理システム１を示す図であり、（Ａ）は平面図、（Ｂ
）はＡ－Ａ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について、図１を参照しながら説明する。図１は、本発明の実
施形態の信号処理システム１示すブロック図である。
【００１９】
　以下の説明において、「非接触に信号を送受信する」とは、信号を送受信する一方の送
受信部と、信号を送受信する他方の送受信部とが、互いに接触せず、且つ導電性部材（半
田、導電性接着剤、ワイヤ等のいずれか一つ以上）を介さずに信号を送受信することを意
味する。また、「接触して信号を送受信する」とは、信号を送受信する一方の送受信部と
、信号を送受信する他方の送受信部とが、互いに接触して信号を送受信するか、又は導電
性部材（半田、導電性接着剤、ワイヤ等）を介して信号を送受信することを意味する。
【００２０】
　図１に示すように、信号処理システム１は、信号処理装置１０と、外部信号処理部２１
と、インターポーザー部４０と、を備える。
【００２１】
　信号処理装置１０は、信号処理部１１と、信号分配部１２と、信号送受信部としての信
号送受信コイル１３と、信号分配指示部１４と、を備える。
【００２２】
　信号処理部１１は、３つ（複数）の信号処理部、すなわち、第１信号処理部１１Ａ、第
２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃで構成されている。
【００２３】
　信号送受信部としての信号送受信コイル１３は、３つ（複数）の信号送受信コイル、す
なわち、第１信号送受信コイル１３Ａ（第１信号送受信部）、第２信号送受信コイル１３
Ｂ（第２信号送受信部）及び第３信号送受信コイル１３Ｃ（第３信号送受信部）で構成さ
れる。
【００２４】
　第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃは、信号分配
部１２に電気的に接続されている。
　第１信号送受信コイル１３Ａ、第２信号送受信コイル１３Ｂ及び第３信号送受信コイル
１３Ｃは、信号分配部１２に電気的に接続されている。
　信号分配指示部１４は、信号分配部１２に電気的に接続されている。
【００２５】
　外部信号処理部２１は、３つ（複数）の外部信号処理部、すなわち、第１外部信号処理
部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃで構成されている。
第１外部信号処理部２１Ａは、第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａに電気的に接続さ
れており、第２外部信号処理部２１Ｂは、第２外部信号処理部送受信コイル２３Ｂに電気
的に接続されており、第３外部信号処理部２１Ｃは、第３外部信号処理部送受信コイル２
３Ｃに電気的に接続されている。
【００２６】
　インターポーザー部４０は、３つ（複数）の信号経路（第１信号経路４１、第２信号経



(6) JP 6475817 B2 2019.2.27

10

20

30

40

50

路４２及び第３信号経路４３）と、３つ（複数）の信号処理装置側送受信部としての信号
処理装置側コイル（第１信号処理装置側コイル４１Ａ、第２信号処理装置側コイル４２Ａ
及び第３信号処理装置側コイル４３Ａ）と、３つ（複数）の外部信号処理部側コイル（第
１外部信号処理部側コイル４１Ｂ、第２外部信号処理部側コイル４２Ｂ及び第３外部信号
処理部側コイル４３Ｂ）とを有している。
【００２７】
　第１信号経路４１の一端は、第１信号処理装置側コイル４１Ａ（第１信号処理装置側送
受信部）に電気的に接続されており、第１信号経路４１の他端は、第１外部信号処理部側
コイル４１Ｂ（第１外部信号処理装置側送受信部）に電気的に接続されている。
　第２信号経路４２の一端は、第２信号処理装置側コイル４２Ａ（第２信号処理装置側送
受信部）に電気的に接続されており、第２信号経路４２の他端は、第２外部信号処理部側
コイル４２Ｂ（第２外部信号処理装置側送受信部）に電気的に接続されている。
　第３信号経路４３の一端は、第３信号処理装置側コイル４３Ａ（第３信号処理装置側送
受信部）に電気的に接続されており、第３信号経路４３の他端は、第３外部信号処理部側
コイル４３Ｂ（第３外部信号処理装置側送受信部）に電気的に接続されている。
【００２８】
　第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃは、それぞれ
所定の信号処理を行う信号処理部である。より具体的には、各信号処理部は、入力された
信号に対して所定の処理を行ったり、入力された信号に基づいて所定の処理を行ったりす
る。また、各信号処理部において処理された信号は、必要に応じて出力信号として出力さ
れる。図１においては、第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理
部１１Ｃは、１つのパッケージ（例えば、本実施形態においては、信号処理装置１０とし
て機能する半導体チップ。）の中に内蔵された信号処理部である。
【００２９】
　第１信号送受信コイル１３Ａは、第１信号処理装置側コイル４１Ａとの間で、非接触に
信号の送受信が可能である。より具体的には、第１信号送受信コイル１３Ａは、第１信号
処理装置側コイル４１Ａとの間に生じる誘導結合によって、信号の送受信が可能である。
第２信号送受信コイル１３Ｂと第２信号処理装置側コイル４２Ａとの間、及び第３信号送
受信コイル１３Ｃと第３信号処理装置側コイル４３Ａとの間についても、同様である。
【００３０】
　信号分配部１２には、複数の受信信号、すなわち、第１信号送受信コイル１３Ａが受信
した第１受信信号Ｓｉｎ１、第２信号送受信コイル１３Ｂが受信した第２受信信号Ｓｉｎ
２及び第３信号送受信コイル１３Ｃが受信した第３受信信号Ｓｉｎ３が入力される。また
、信号分配部１２には、複数の出力信号、すなわち、第１信号処理部１１Ａが出力した第
１出力信号Ｓｏｕｔ１、第２信号処理部１１Ｂが出力した第２出力信号Ｓｏｕｔ２及び第
３信号処理部１１Ｃが出力した第３出力信号Ｓｏｕｔ３が入力される。
【００３１】
　信号分配指示部１４は、信号分配部１２に対して、指示を与えるものである。信号分配
部１２は、信号分配指示部１４からの指示に基づいて、動作することが可能である。なお
、信号分配部１２は、信号分配指示部１４からの指示に基づかず、自律的に動作すること
も可能である。
【００３２】
　信号分配部１２は、第１受信信号Ｓｉｎ１、第２受信信号Ｓｉｎ２及び第３受信信号Ｓ
ｉｎ３を、第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃに出
力可能である。また、信号分配部１２は、第１出力信号Ｓｏｕｔ１、第２出力信号Ｓｏｕ
ｔ２及び第３出力信号Ｓｏｕｔ３を、第１信号送受信コイル１３Ａ、第２信号送受信コイ
ル１３Ｂ及び第３信号送受信コイル１３Ｃに出力可能である。
【００３３】
　第１外部信号処理部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃ
は、それぞれ所定の信号処理を行う信号処理部である。より具体的には、各外部信号処理
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部は、入力された信号に対して所定の処理を行ったり、入力された信号に基づいて所定の
処理を行ったりする。また、各外部信号処理部において処理された信号は、必要に応じて
出力信号として出力される。図１においては、第１外部信号処理部２１Ａ、第２外部信号
処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃは、それぞれ独立したパッケージ（例えば、
半導体チップ。）に内蔵された信号処理部である。
【００３４】
　第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａは、第１外部信号処理部側コイル４１Ｂとの間
で、非接触に信号の送受信が可能である。より具体的には、第１外部信号処理部送受信コ
イル２３Ａは、第１外部信号処理部側コイル４１Ｂとの間に生じる誘導結合によって、非
接触に信号の送受信が可能である。第２外部信号処理部送受信コイル２３Ｂと第２外部信
号処理部側コイル４２Ｂとの間、及び第３外部信号処理部送受信コイル２３Ｃと第３外部
信号処理部側コイル４２Ｃとの間についても、同様である。
【００３５】
　本実施形態の信号処理システム１の動作の一例について、図１を参照しながら説明する
。まず、信号送受信コイル１３が受信する受信信号の流れを説明する。
【００３６】
　図１に示すように、第１信号送受信コイル１３Ａは、第１受信信号Ｓｉｎ１を受信する
。第１受信信号Ｓｉｎ１は、第１外部信号処理部２１Ａから出力される信号である。第２
信号送受信コイル１３Ｂは、第２受信信号Ｓｉｎ２を受信する。第２受信信号Ｓｉｎ２は
、第２外部信号処理部２１Ｂから出力される信号である。第３信号送受信コイル１３Ｃは
、第３受信信号Ｓｉｎ３を受信する。第３受信信号Ｓｉｎ３は、第３外部信号処理部２１
Ｃから出力される信号である。
【００３７】
　第１信号送受信コイル１３Ａが受信した第１受信信号Ｓｉｎ１は、信号分配部１２に入
力される。上述したように、第１受信信号Ｓｉｎ１は、第１外部信号処理部２１Ａから出
力された信号であり、第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａ、第１外部信号処理部側コ
イル４１Ｂ、第１信号経路４１及び第１信号処理装置側コイル４１Ａを介して、第１信号
送受信コイル１３Ａで受信される。
【００３８】
　上述したように、信号分配部１２は、第１受信信号Ｓｉｎ１を第１信号処理部１１Ａ、
第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃのいずれにも出力可能な構成となってい
る。本実施形態においては、信号分配部１２は、第１受信信号Ｓｉｎ１を第１信号処理部
１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃのいずれにも出力する。
【００３９】
　第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃは、特定の規
格に対応した信号処理部であり、入力された信号が、規格化された信号である場合に、入
力された信号に対して所定の処理を行ったり、入力された信号に基づいて所定の処理を行
ったりする。また、第１外部信号処理部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部
信号処理部２１Ｃも、当該特定の規格に対応した信号処理部であり、規格化された信号を
出力する。
【００４０】
　例えば、第１信号処理部１１Ａは、入力された信号に第１識別データＲｉｄ１が含まれ
ている場合、入力された信号を処理し、入力された信号に第１識別データＲｉｄ１が含ま
れていない場合、入力された信号を処理しないように構成されている。同様に、第２信号
処理部１１Ｂは、入力された信号に所定の識別データである第２識別データＲｉｄ２が含
まれている場合、入力された信号を処理し、入力された信号に第２識別データＲｉｄ２が
含まれていない場合、入力された信号を処理しないように構成されている。同様に、第３
信号処理部１１Ｃは、入力された信号に所定の識別データである第３識別データＲｉｄ３
が含まれている場合、入力された信号を処理し、入力された信号に第３識別データＲｉｄ
３が含まれていない場合、入力された信号を処理しないように構成されている。
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【００４１】
　第１受信信号Ｓｉｎ１には、第１識別データＲｉｄ１が含まれている。第１受信信号Ｓ
ｉｎ１には、第２識別データＲｉｄ２及び第３識別データＲｉｄ３は含まれていない。そ
のため、第１信号処理部１１Ａは、入力された第１受信信号Ｓｉｎ１を処理する。また、
第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃは、入力された第１受信信号Ｓｉｎ１を
処理しない。なお、第１受信信号Ｓｉｎ１には、第２識別データＲｉｄ２及び／又は第３
識別データＲｉｄ３も含まれていてもよい。この場合、第２信号処理部１１Ｂ及び／又は
第３信号処理部１１Ｃは、第１受信信号Ｓｉｎ１を処理することになる。
【００４２】
　このように、信号分配部１２は、第１信号処理部１１Ａが、第１受信信号Ｓｉｎ１を処
理可能なように、第１信号処理部１１Ａに第１受信信号Ｓｉｎを出力する。
【００４３】
　以上の説明においては、第１受信信号Ｓｉｎ１が、第１信号送受信コイル１３Ａで受信
される場合について説明した。しかし、第１受信信号Ｓｉｎ１は、第２信号送受信コイル
１３Ｂや第３信号送受信コイル１３Ｃで受信される信号であってもよいことは明らかであ
る。すなわち、第１受信信号Ｓｉｎ１を出力する第１外部信号処理部２１Ａの位置が、第
２外部信号処理部２１Ｂ又は第３外部信号処理部２１Ｃの位置と入れ替わり、第１受信信
号Ｓｉｎ１が第２外部信号処理部側コイル４２Ｂ又は第３外部信号処理部側コイル４３Ｂ
を介して出力され、第２信号送受信コイル１３Ｂ又は第３信号送受信コイル１３Ｃで受信
されるようになっても、信号分配部１２は、第１信号処理部１１Ａが、第１受信信号Ｓｉ
ｎ１を処理可能なように、第１信号処理部１１Ａに第１受信信号Ｓｉｎを出力できる。
【００４４】
　よって、特定の規格化された信号（第１受信信号Ｓｉｎ１）を出力する外部信号処理部
（第１外部信号処理部２１Ａ）が、特定の信号送受信部（第１外部信号処理部側コイル４
１Ｂ）と信号の送受信を行う必要はなく、いずれの信号送受信部（第１外部信号処理部側
コイル４１Ｂ、第２外部信号処理部側コイル４２Ｂ及び第３外部信号処理部側コイル４３
Ｂ）と信号の送受信を行ってもよい。そのため、本実施形態の信号処理装置１０は、外部
信号処理部の配置の自由度を向上させるという効果を奏する。この様に、信号処理装置１
０は、非接触に信号を送受信するに適した処理をする装置である。なお、この効果は、本
実施形態の信号処理装置１０が非接触に信号を送受信するものであることに起因する効果
である。
【００４５】
　通常の信号処理装置（信号端子と外部端子とが接触して信号を送受信する信号処理装置
）の場合、信号端子に接続される信号処理装置内の配線は、信号の周波数等に応じたイン
ピーダンス整合が必要である。そのため、任意の外部処理装置を任意の信号端子に接続す
ることは不可能である。インピーダンス整合に適合しない信号を出力する外部信号処理装
置が接続された場合、信号の反射等が発生し、信号処理装置と外部信号処理装置とは、信
号の送受信を行うことができなくなってしまうからである。一方、本実施形態の信号処理
装置１０は、非接触で信号の送受信を行うため、この様なインピーダンス整合が不要であ
る（又は、通常の信号処理装置に比べて、インピーダンス整合の精度が緩和されている）
。そのため、本実施形態の信号処理装置１０は、外部信号処理部の配置の自由度を向上さ
せるという効果を奏するのである。
【００４６】
　また、以上の説明では、第１受信信号Ｓｉｎ１について説明したが、第２受信信号Ｓｉ
ｎ２及び第３受信信号Ｓｉｎ３についても同様の説明が可能である。すなわち、第１外部
信号処理部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃの位置は、
相互に入れ替え可能である。
【００４７】
　次に、信号処理部１１が出力する出力信号の流れを説明する。
　図１に示すように、第１信号処理部１１Ａは、第１出力信号Ｓｏｕｔ１を出力する。第
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２信号処理部１１Ｂは、第２出力信号Ｓｏｕｔ２を出力する。第３信号処理部１１Ｃは、
第３出力信号Ｓｏｕｔ３を出力する。第２信号処理部１１Ｂが出力した第２出力信号Ｓｏ
ｕｔ２は、信号分配部１２に入力される。
【００４８】
　上述したように、信号分配部１２は、第２出力信号Ｓｏｕｔ２を第１信号送受信コイル
１３Ａ、第２信号送受信コイル１３Ｂ及び第３信号送受信コイル１３Ｃのいずれにも出力
可能な構成となっている。本実施形態においては、第２出力信号Ｓｏｕｔ２は、第１信号
送受信コイル１３Ａ、第２信号送受信コイル１３Ｂ及び第３信号送受信コイル１３Ｃのい
ずれにも出力される。
【００４９】
　そのため、第２出力信号Ｓｏｕｔ２は、第１信号送受信コイル１３Ａ、第２信号送受信
コイル１３Ｂ及び第３信号送受信コイル１３Ｃから出力される。第２信号送受信コイル１
３Ｂから出力された第２出力信号Ｓｏｕｔ２は、第２信号処理装置側コイル４２Ａ、第２
信号経路４２、第２外部信号処理部側コイル４２Ｂ及び第２外部信号処理部送受信コイル
２３Ｂを介して、第２外部信号処理部２１Ｂに受信される。第２出力信号Ｓｏｕｔ２は、
第１信号送受信コイル１３Ａ及び第３信号送受信コイル１３Ｃからも出力されるため、第
１外部信号処理部２１Ａ及び第３外部信号処理部２１Ｃにも受信される。
【００５０】
　上述したように、第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ及び第３信号処理部１
１Ｃは、特定の規格に対応した信号処理部であり、規格化された信号を出力する。また、
また、第１外部信号処理部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２
１Ｃも、当該特定の規格に対応した信号処理部であり、入力された信号が、規格化された
信号である場合に、入力された信号に対して所定の処理を行ったり、入力された信号に基
づいて所定の処理を行ったりする。
【００５１】
　例えば、第１外部信号処理部２１Ａは、入力された信号に第１識別データＲｉｄ１が含
まれている場合、入力された信号を処理し、入力された信号に第１識別データＲｉｄ１が
含まれていない場合、入力された信号を処理しないように構成されている。同様に、第２
外部信号処理部２１Ｂは、入力された信号に所定の識別データである第２識別データＲｉ
ｄ２が含まれている場合、入力された信号を処理し、入力された信号に第２識別データＲ
ｉｄ２が含まれていない場合、入力された信号を処理しないように構成されている。同様
に、第３外部信号処理部２１Ｃは、入力された信号に所定の識別データである第３識別デ
ータＲｉｄ３が含まれている場合、入力された信号を処理し、入力された信号に第３識別
データＲｉｄ３が含まれていない場合、入力された信号を処理しないように構成されてい
る。
【００５２】
　第２出力信号Ｓｏｕｔ２には、第２識別データＲｉｄ２が含まれている。第２出力信号
Ｓｏｕｔ２には、第１識別データＲｉｄ１及び第３識別データＲｉｄ３は含まれていない
。そのため、第２外部信号処理部２１Ｂは、入力された第２出力信号Ｓｏｕｔ２を処理す
る。また、第１外部信号処理部２１Ａ及び第３外部信号処理部２１Ｃは、入力された第２
出力信号Ｓｏｕｔ２を処理しない。なお、第２出力信号Ｓｏｕｔ２には、第１識別データ
Ｒｉｄ１及び／又は第３識別データＲｉｄ３が含まれていてもよい。この場合、第１外部
信号処理部２１Ａ及び／又は第３外部信号処理部２１Ｃは、第２出力信号Ｓｏｕｔ２を処
理することになる。
【００５３】
　このように、信号分配部１２は、複数の信号送受信部のうち、第２出力信号Ｓｏｕｔ２
を処理可能な第２外部信号処理部２１Ｂと信号の送受信が可能な少なくとも１つの信号送
受信部である第２信号送受信コイル１３Ｂに第２出力信号Ｓｏｕｔ２を出力する。
【００５４】
　以上の説明においては、第２出力信号Ｓｏｕｔ２が、第２信号送受信コイル１３Ｂに出
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力される場合について説明した。しかし、第２出力信号Ｓｏｕｔ２は、第１信号送受信コ
イル１３Ａや第３信号送受信コイル１３Ｃに出力される信号であってもよいことは明らか
である。すなわち、第２出力信号Ｓｏｕｔ２を処理可能な第２外部信号処理部２１Ｂの位
置が、第１外部信号処理部２１Ａ又は第３外部信号処理部２１Ｃの位置と入れ替わり、第
２出力信号Ｓｏｕｔ２が第１信号送受信コイル１３Ａ又は第３信号送受信コイル１３Ｃを
介して出力され、第１信号処理装置側コイル４１Ａ又は第３信号処理装置側コイル４３Ａ
で受信されるようになっても、信号分配部１２は、複数の信号送受信部のうち、第２出力
信号Ｓｏｕｔ２を処理可能な第２外部信号処理部２１Ｂと信号の送受信が可能な少なくと
も１つの信号送受信部（第１信号送受信コイル１３Ａ又は第３信号送受信コイル１３Ｃ）
に第２出力信号Ｓｏｕｔ２を出力することができる。
【００５５】
　よって、特定の規格化された信号（第２出力信号Ｓｏｕｔ２）を受信する外部信号処理
部（第２外部信号処理部２１Ｂ）が、特定の信号送受信部（第２外部信号処理部側コイル
４２Ｂ）と信号の送受信を行う必要がなくなるため、本実施形態の信号処理装置１０は、
外部信号処理部の配置の自由度を向上させるという効果を奏する。この様に、信号処理装
置１０は、非接触に信号を送受信するに適した処理をものである。なお、この効果は、本
実施形態の信号処理装置１０が非接触に信号を送受信するものであることに起因する効果
である。この理由は、上述した第１受信信号Ｓｉｎ１における説明と同様である。
【００５６】
　以上説明したように、本実施形態の信号処理システム１においては、信号処理装置１０
と外部信号処理部２１（第１外部信号処理部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３
外部信号処理部２１Ｃ）とは、インターポーザー部４０を介して、信号の送受信を行って
いる。
【００５７】
　次に、信号処理装置１０、外部信号処理部２１及びインターポーザー部４０における信
号送受信用コイルの構成について、図２を参照しながら説明する。図２は、本発明の実施
形態における送受信用コイルを説明するための図であり、（Ａ）は第１信号送受信コイル
１３Ａを示した図、（Ｂ）はインターポーザー部４０の第１信号処理装置側コイル４１Ａ
及び第１外部信号処理部側コイル４１Ｂを示した図、（Ｃ）は第１外部信号処理部送受信
コイル２３Ａを示した図である。
【００５８】
　図２（Ａ）に示すように、第１信号送受信コイル１３Ａは、配線１３Ａ１と、配線１３
Ａ１の一端に配線によって形成された一巻きのコイル１３Ａ２と、で構成される。また、
配線１３Ａ１の他端は、ビアホール１３Ａ３に接続されている。なお、図２（Ａ）に示す
ように、第１信号送受信コイル１３Ａの近傍には、同様の構成を有する３つ（複数）の信
号送受信コイルが配置されている。また、第２信号送受信コイル１３Ｂ及び第３信号送受
信コイル１３Ｃも同様の構成を有する。
【００５９】
　図２（Ｂ）に示すように、第１信号処理装置側コイル４１Ａ及び第１外部信号処理部側
コイル４１Ｂは、配線によって形成された第１信号経路４１と、配線によって形成された
一巻きのコイル４１Ａ１，４１Ｂと、で構成される。なお、図２（Ｂ）に示すように、第
１信号処理装置側コイル４１Ａ及び第１外部信号処理部側コイル４１Ｂの近傍には、同様
の構成を有する３つ（複数）の信号受信コイルが配置されている。また、第２信号処理装
置側コイル４２Ａ及び第２外部信号処理部側コイル４２Ｂ並びに第３信号処理装置側コイ
ル４３Ａ及び第３外部信号処理部側コイル４３Ｂも同様の構成を有する。
【００６０】
　図２（Ｃ）に示すように、第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａは、配線２３Ａ１と
、配線の一端に配線２３Ａ１によって形成された一巻きのコイル２３Ａ２と、で構成され
る。また、配線２３Ａ１の他端は、ビアホール２３Ａ３に接続されている。なお、図２（
Ｃ）に示すように、第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａの近傍には、同様の構成を有
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する３つ（複数）の信号送受信コイルが配置されている。また、第２外部信号処理部送受
信コイル２３Ｂ及び第３外部信号処理部送受信コイル２３Ｃも同様の構成を有する。
【００６１】
　次に、信号処理装置１０、外部信号処理部２１及びインターポーザー部４０の配置につ
いて、図３を参照しながら説明する。図３は、本発明の実施形態の信号処理システム１を
示す図であり、（Ａ）は平面図、（Ｂ）はＡ－Ａ断面図である。
【００６２】
　図３（Ａ）及び図３（Ｂ）に示すように、信号処理装置１０とインターポーザー部４０
とは、信号処理装置１０における信号送受信コイル１３（第１信号送受信コイル１３Ａ～
第３信号送受信コイル１３Ｃ）と、インターポーザー部４０における信号処理装置側コイ
ル（第１信号処理装置側コイル４１Ａ～第３信号処理装置側コイル４３Ａ）とが、対向す
るようにして配置されている。なお、図３（Ｂ）に示すように、信号送受信コイル１３（
第１信号送受信コイル１３Ａ～第３信号送受信コイル１３Ｃ）と信号処理装置側コイル（
第１信号処理装置側コイル４１Ａ～第３信号処理装置側コイル４３Ａ）とは、離れており
、接触していない。信号送受信コイル１３（第１信号送受信コイル１３Ａ～第３信号送受
信コイル１３Ｃ）と信号処理装置側コイル（第１信号処理装置側コイル４１Ａ～第３信号
処理装置側コイル４３Ａ）とは、誘導結合によって、信号の送受信を行うことが可能であ
る。
【００６３】
　また、外部信号処理部２１とインターポーザー部４０とは、外部信号処理部２３（第１
外部信号処理部送受信コイル２３Ａ～第３外部信号処理部送受信コイル２３Ｃ）と外部信
号処理部側コイル４１Ｂ～４３Ｂとが、対向するように配置されている。なお、図３（Ｂ
）に示すように、外部信号処理部２３（第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａ～第３外
部信号処理部送受信コイル２３Ｃ）と外部信号処理部側コイル（第１外部信号処理部側コ
イル４１Ｂ～第３外部信号処理部側コイル４３Ｂ）とは、離れており、接触していない。
外部信号処理部２３（第１外部信号処理部送受信コイル２３Ａ～第３外部信号処理部送受
信コイル２３Ｃ）と、外部信号処理部側コイル（第１外部信号処理部側コイル４１Ｂ～第
３外部信号処理部側コイル４３Ｂ）とは、誘導結合によって、信号の送受信を行うことが
可能である。
【００６４】
　なお、本実施形態において、信号分配部１２は、第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理
部１１Ｂ及び第３信号処理部１１Ｃのいずれにも第１受信信号Ｓｉｎ１を出力していたが
、これに限定されない。信号分配部１２は、第１受信信号Ｓｉｎ１に第１識別データＲｉ
ｄ１が含まれている場合、第１受信信号Ｓｉｎ１を第１信号処理部１１Ａに出力し、第１
受信信号Ｓｉｎ１に第１識別データＲｉｄ１が含まれていない場合、第１受信信号Ｓｉｎ
１を第１信号処理部１１Ａに出力しないものであってもよい。この場合、信号分配部１２
は、第１受信信号Ｓｉｎ１に第１識別データＲｉｄ１が含まれる場合に、第１信号処理部
１１Ａに第１受信信号Ｓｉｎ１を出力することによって、第１信号処理部１１Ａが、第１
受信信号Ｓｉｎ１を処理可能なように、第１信号処理部１１Ａに第１受信信号Ｓｉｎ１を
出力することになる。
【００６５】
　また、信号分配部１２は、第１信号送受信コイル１３Ａ、第２信号送受信コイル１３Ｂ
及び第３信号送受信コイル１３Ｃのいずれにも第２出力信号Ｓｏｕｔ２を出力していたが
、これに限定されない。信号分配部１２は、第２出力信号Ｓｏｕｔ２に第２識別データＲ
ｉｄ２が含まれている場合、第２出力信号Ｓｏｕｔ２を、第２信号送受信コイル１３Ｂに
出力し、第２出力信号Ｓｏｕｔ２に第２識別データＲｉｄ２が含まれていない場合、第２
出力信号Ｓｏｕｔ２を、第２信号送受信コイル１３Ｂに出力しないものであってもよい。
この場合、信号分配部１２は、第２出力信号Ｓｏｕｔ２に第２識別データＲｉｄ２が含ま
れる場合に、第２信号送受信コイル１３Ｂに第２出力信号Ｓｏｕｔ２を出力することによ
って、第２外部信号処理部２１Ｂが、第２出力信号Ｓｏｕｔ２を処理可能なように、第２
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信号送受信コイル１３Ｂに第２出力信号Ｓｏｕｔ２を出力することになる。
【００６６】
　また、信号分配部１２は、複数のスイッチで構成されたものであってもよい。そして、
信号分配指示部１４は、当該複数のスイッチのそれぞれの開閉状態を指示するスイッチ開
閉信号を出力するものであってよい。
【００６７】
　この場合、信号分配部１２は、信号分配指示部１４から出力されるスイッチ開閉指示信
号に基づいて、複数のスイッチを開閉することによって、第１信号処理部１１Ａが、第１
受信信号Ｓｉｎ１を処理可能なように、第１信号処理部１１Ａに第１受信信号Ｓｉｎ１を
出力することになる。
【００６８】
　更に、信号分配部１２は、信号分配指示部１４から出力されるスイッチ開閉指示信号に
基づいて、複数のスイッチを開閉することによって、第２外部信号処理部２１Ｂが、第２
出力信号Ｓｏｕｔ２を処理可能なように、第２信号送受信コイル１３Ｂに第２出力信号Ｓ
ｏｕｔ２を出力することになる。
【００６９】
　また、本実施形態の信号処理システム１においては、信号処理装置１０と外部信号処理
部２１（第１外部信号処理部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部
２１Ｃ）とは、インターポーザー部４０を介して、信号の送受信を行っていたが、これに
限定されない。信号処理装置１０と外部信号処理部２１（第１外部信号処理部２１Ａ、第
２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃ）とは、インターポーザー部４０
を介さずに、非接触に信号の送受信を行ってもよい。すなわち、信号処理装置１０の信号
送受信コイル１３（第１信号送受信コイル１３Ａ、第２信号送受信コイル１３Ｂ及び第３
信号送受信コイル１３Ｃ）と、外部信号処理部用送受信部（第１外部信号処理部送受信コ
イル２３Ａ、第２外部信号処理部送受信コイル２３Ｂ及び第３外部信号処理部送受信コイ
ル２３Ｃ）とが、非接触に信号を送受信してもよい。
【００７０】
　また、本実施形態におけるコイルは、図２に示したような一巻きのコイルであったが、
複数巻きのコイルであってもよい。
【００７１】
　また、本実施形態において、非接触な信号の送受信は、コイル間の誘導結合が利用され
ていたが、これに限定されない。非接触な信号の送受信は、コイル間の磁気共鳴が利用さ
れていた非接触な信号の送受信であってもよいし、光信号や音波信号が利用された非接触
な信号の送受信であってもよい。
【００７２】
　また、本実施形態において、信号処理部１１及び外部信号処理部２１は、３つであった
が、これに限定されない。１つ又は複数であればよい。また、本実施形態において、第１
外部信号処理部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃは、独
立したパッケージに内蔵されていたが、これに限定されない。第１外部信号処理部２１Ａ
、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃの一部、又は全部が１つのパ
ッケージに内蔵されていてもよい。また、第１信号処理部１１Ａ、第２信号処理部１１Ｂ
及び第３信号処理部１１Ｃは、互いに異なる機能を有する信号処理部であってもよいし、
一部又は全部が同じ機能を有する威信号処理部であってもよい。また、第１外部信号処理
部２１Ａ、第２外部信号処理部２１Ｂ及び第３外部信号処理部２１Ｃは、互いに異なる機
能を有する信号処理部であってもよいし、一部又は全部が同じ機能を有する信号処理部で
あってもよい。
【００７３】
　また、本実施形態において、信号送受信コイル、信号経路及び外部信号送受信コイルは
、３つ（３組）設けられていたが、これに限定されない。信号送受信コイル、信号経路及
び外部信号送受信コイルは、何個又は何本設けられていてもよいし、何組設けられていて
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【符号の説明】
【００７４】
　１　　　信号処理システム
　１０　　信号処理装置
　１１　　信号処理部
　１１Ａ　第１信号処理部
　１１Ｂ　第２信号処理部
　１１Ｃ　第３信号処理部
　１２　　信号分配部
　１３　　信号送受信コイル（信号送受信部）
　１３Ａ　第１信号送受信コイル（第１信号送受信部）
　１３Ｂ　第２信号送受信コイル（第２信号送受信部）
　１３Ｃ　第３信号送受信コイル（第３信号送受信部）
　１４　　信号分配指示部
　２１　　外部信号処理部
　２１Ａ　第１外部信号処理部
　２１Ｂ　第２外部信号処理部
　２１Ｃ　第３外部信号処理部
　２３　　外部信号処理部送受信部
　２３Ａ　第１外部信号処理部送受信コイル（第１外部信号処理部送受信部）
　２３Ｂ　第２外部信号処理部送受信コイル（第２外部信号処理部送受信部）
　２３Ｃ　第３外部信号処理部送受信コイル（第３外部信号処理部送受信部）
　４０　　インターポーザー部
　４１　　第１信号経路
　４１Ａ　第１信号処理装置側コイル（信号処理装置側送受信部）
　４１Ｂ　第１外部信号処理部側コイル
　４２　　第２信号経路
　４２Ａ　第２信号処理装置側コイル（信号処理装置側送受信部）
　４２Ｂ　第２外部信号処理部側コイル
　４３　　第３信号経路
　４３Ａ　第３信号処理装置側コイル（信号処理装置側送受信部）
　４３Ｂ　第３外部信号処理部側コイル
　３４　　ブリッジ信号分配指示部
 
　Ｓｉｎ１　第１受信信号
　Ｓｉｎ２　第２受信信号
　Ｓｉｎ３　第３受信信号
　Ｓｏｕｔ１　第１出力信号
　Ｓｏｕｔ２　第２出力信号
　Ｓｏｕｔ３　第３出力信号
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